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旬
徊
Ｆ
ｙ
日
雄
一
「
て
１
弘
頂
陽

　
【
豊
見
城
】
1
0
月
1
0
日
投
開
票
の
豊
見
城
市
長
選
で
、
地
域
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
・
Ｆ
Ｍ
と
よ
み

　
（
8
3
・
２
が
つ
、
安
変
名
雅
明
社
長
）
が
、
立
候
補
を
予
定
す
る
宜
保
請
願
氏
（
4
2
ず
自
民
、

公
明
推
薦
、
大
城
英
和
氏
（
回
、
大
城
勝
次
氏
胆
廿
社
民
、
共
朔
壮
大
推
薦
―
の
３
氏
を

招
い
た
公
開
討
論
が
2
8
日
行
わ
れ
、
生
放
送
で
主
張
を
展
開
。
市
民
は
電
波
を
通
じ
、
各
候
補

の
肉
声
に
耳
を
傾
け
た
。

’
．
ｓ
ノ
ｒ
秘
気
す
迎
づ
召
鳶
回
宅
冷
。

る
一
方
、
国
民
健
康
保
険
税
や
那

覇
空
港
沖
合
展
開
に
対
す
る
姿
勢

な
ど
、
相
違
点
も
明
ら
か
と
な
っ

た
。

　
進
行
役
は
同
局
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
市
自
治
会
長
会
則
会
長
の
湯
元

馨
さ
ん
（
6
6
）
が
務
め
た
。

宜保暗殺氏

産
業
連
携
で
経
済
振
興

　
宜
保
氏
は
晨
・
漁
・
酉
・
工
連
携
に
よ
る
経
済
・
雇
用
の
拡
大
や

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
、
均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
訴
え

た
。
市
内
の
学
校
の
建
て
替
え
な
ど
の
財
源
の
必
要
性
を
訴
え
、
国

保
税
は
、
国
に
国
保
財
政
基
盤
の
拡
充
・
強
化
を
求
め
る
こ
と
や
減

免
制
度
な
と
で
負
担
軽
減
に
努
め
る
と
し
た
。
那
覇
空
港
の
第
２
滑

走
路
整
備
は
、
ア
ジ
ア
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
面
た
な
都
市
型
観

光
産
業
の
構
築
、
経
済
自
立
の
た
め
に
も
必
要
」
と
し
た
。

大城英和氏

企
業
誘
致
し
雇
用
拡
大

　
大
城
英
和
氏
は
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
拡
大
や
税
収
増
を
強
調
。

　
「
飛
び
出
せ
市
長
室
」
殷
殷
、
豊
見
城
城
跡
公
園
の
有
効
活
用
推
進

な
ど
を
訴
え
た
。
待
機
児
童
解
消
に
も
企
業
の
力
を
活
用
し
た
保
育

所
を
提
案
。
市
役
所
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
位
置
付
け
。
国
保

税
で
は
健
康
づ
く
り
事
業
推
進
で
の
軽
減
の
ほ
か
、
職
員
と
も
討
論

し
進
め
た
い
と
し
た
。
那
覇
空
港
第
２
滑
走
路
は
、
観
光
た
け
て
な

く
島
し
ょ
県
と
し
て
の
整
備
促
進
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

大城勝永氏

中
心
部
整
備
し
活
性
化

　
大
城
勝
次
氏
は
市
中
心
部
の
整
備
や
土
地
の
用
途
見
直
し
で
の
ま

ち
づ
く
り
を
訴
え
。
就
労
セ
ン
タ
ー
ー
を
設
置
し
、
若
者
の
雇
用
を
拡

大
す
る
と
し
た
。
農
・
漁
業
支
援
、
地
域
経
済
や
待
機
児
童
解
消
も

取
り
組
む
姿
勢
。
国
保
税
は
、
現
在
の
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
額
が
低
い
と
し
、
増
額
さ
せ
て
低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

考
え
。
那
覇
空
港
第
２
滑
走
路
建
設
は
、
基
本
的
に
賛
成
と
し
つ
つ

騒
音
を
指
摘
し
「
て
き
れ
ば
忌
詞
厚
司
氾
罫
已
い
一
と
Ｉ
ビ
ー
‘
。
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